
 

  
令和８年度 

研究デザイン 亀山市立亀山南小学校  

教育大綱 基本方針－１ 

未来を拓く子どもたちの豊かな学びの実現 

 

「一人ひとりの児童・生徒が個性を生かしながらなかまとともに主体的に学ぶために」 

（１）すべての子どもの学ぶ意欲を高め、社会で生きてはたらく「確かな学力」を育てる教育活動をすすめる。 

（２）教師の授業力向上を追求するとともに、系統的な指導をすすめる。 

（３）人権を尊重し、なかまとともに、豊かな心と身体をはぐくみ、自己肯定感・自己有用感を高める教育活動を

すすめる。 

（４）地域の人材や活動を活用し、地域とともに特色ある教育活動をすすめる。 

（５）研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励を取り入れ、効果的かつ主体的に資質向上を進める。 

亀山市教育関係職員 研究基本方針 

のびよう ともに たくましく 

「のびよう」 ・・・ 子どもが育つ学校          子ども自身が自らの力で成長する学校 

「 と も に 」 ・・・ 仲間とともに、地域とともに  なかまとつながり、みがき合い、地域とともに歩む学校 

「たくましく」 ・・・ つよく、やさしく、かしこく   健やかな身体、豊かな心、確かな学力を育む学校 

１．学校教育目標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校は素直な児童が多く、明るく元気で健康的な学校生活を送っている。本校は単学級のため、人

間関係が固定化されやすい環境にあるが、なかよし班（縦割り班）活動など異学年同士が関わり合っ

て活動する場を設定することで、高学年の児童がリーダーシップをとったり、進んで低学年の支援を

したりする姿が見られている。また、休み時間には、学年を問わず誘い合って運動場などで仲良く遊

ぶ姿も見られる。出された課題にも、まじめに取り組むことができる児童が多い。 

その一方で、人の話を聞いて内容を理解することや、関連付けて話したりすることが苦手で、授業

中などに自分の考えを意欲的に発言する子が限られている。叙述をもとに内容を捉えたり、文章と図

表などを結びつけて必要な情報を見つけたりすることに課題があり、目的や意図に応じて自分の考え

が伝わるように書いたり、必要な内容を取り上げてまとめたりすることが苦手な児童も多い。また、

決められていることや経験したことのあることには意欲的に取り組むことができるが、新しいもの

（こと）を創造したり改善したりすることにおいて、弱さがある。 

 これらの課題解決に向けて、これまで子どもたちが見通しをもって取り組むことができる授業づく

りや授業スタイルづくりに取り組んできた。「めあて・まとめ・ふりかえり」の充実、言語活動の充

実、家庭学習の充実による家庭学習習慣づくり、安心して学べる環境づくりの４点を手立てとしてい

る。授業の流れを統一することで、学年が上がっても戸惑うことなく学習に取り組むことができてき

ている。また、授業で何を学ぶか（学んだか）が明確になり、よりわかりやすい授業づくりにつなが

ったといった成果が見られた。そのことで、めあてや課題を意識して授業に参加したり、自分の言葉

で表現しようとする児童がすこしずつ増えてきた。 

 

                                      

 

 

 

 

 

 

                                   

                                  

２．研究主題及び研究領域 

考えや思いを主体的に表現する子の育成 
～「やってみたい・伝えあいたい・深めあいたい」をめざした授業づくり～ 

研究領域：生活科、総合的な学習の時間 

３．研究主題設定の理由 

４．研究主題について 

本年度も昨年度に引き続き、研究主題を「考えや思いを主体的に表現する子の育成」、サブテーマ

を～「やってみたい・伝えあいたい・深めあいたい」をめざした授業づくり～とし、研究に取り組

む。研究領域は、生活科・総合的な学習の時間とする。どのような学習が子どもたちの「やってみた

い・伝えあいたい・深めあいたい」と思える学びにつながるのかや、言語活動や体験を介した学び合

いについて研究や実践を進める。また、学習展開に子どもたちの思いや願い、考えを反映するととも

に、学習活動の中に様々な人との関わり、多様な体験、情報を活用した協働的な学習活動を取り入れ

ていくことで、子どもたちの「やってみたい・伝えあいたい・深めあいたい」を引き出していきたい

と考える。そして、生活科や総合的な時間の時間だけでなく、他教科や特別活動等学校生活全般に活

かすことができるようにしたい。 

 ２０２３年度に設定した「生活科・総合的な学習の時間におけるめざす子どもの姿」の実現に向け

て、今年度も研究や実践をすすめていく。今年度も、子どもたちの実態をふまえ、地域と連携し、体

験活動を効果的に取り入れ、子ども一人ひとりの「生きる力」の育成をめざしていきたい。 

    



 

 

  

やってみたい！ ・子ども自身が目標や見通しをもって取り組める学習 

伝えあいたい！ ・子どもと子ども、子どもと教師、地域の人が自分の考えを伝え合ったり、協働したりする学習 

深めあいたい！ ・自分の思いや考えを広げ深める学習 

研究主題 

考えや思いを主体的に表現する子の育成 
～「やってみたい・伝えあいたい・深めあいたい」をめざした授業づくり～ 

授業づくり 

特別活動 

・自治的活動（児童会・委員会・学級会

活動） 

・なかよし班（縦割り班）活動による異

学年交流 

 

各教科 

生活科・総合的な学習の時間 

・探求の過程を大切にした授業づくり 

 

 

 
 

・子どもの思いをいかしたカリキュラムづくり 

・地域の教育資源を活用した授業 

確かな学力の定着 

・Qubena 及び Think！Think！の活用 

・自主学習ノート 

・辞書引き学習 

・「チャレンジタイム」の実施 

・授業における話し合い活動の充実 

・かめやま授業デザインスタンダード 

プランの活用 

・スタートカリキュラム、 

Kameyama Study Week、 

Kameyama Sports Weekの取組 

 

安心して学べる学習環境づくり 

・学習規律の徹底 

・互いを認め合える温かな学級集団づくり 

・児童理解と個に応じた支援の充実 

・アンケート等を活かした 

教育相談の実施 

５．研究構想図 
学校教育目標 

のびよう ともに たくましく 

学びの土台・学びの定着・学びの質 

主体的・対話的な授業づくり 

課題設定 情報収集 

整理分析 まとめ・表現 



 

（１）生活科・総合的な学習の時間 

・子どもの実態や思考に沿ったカリキュラム作り 

    ・地域の教育的資源を活用した授業 

  ・探求的な学習過程 

  ・めあて、まとめ、ふりかえりを意識した授業 

Ⅰ 授業のはじめに本時のめあての確認をする。（授業の終わりに次時のめあてを設定しておく。） 

Ⅱ 授業の終わりにまとめをする。（総合的な学習の時間も行う） 

Ⅲ 次の授業のめあてや見通しを子どもと話し合って決める。 

Ⅳ ふりかえりをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習の基盤となる資質・能力 本校の重点項目 

 （２）確かな学力の定着 

  ・Qubena及び Think！Think!の活用    ・自主学習ノート      ・辞書引き学習 

・「チャレンジタイム」の実施       ・授業における話し合い活動の充実 

・かめやま授業デザインスタンダードプランの活用 

・スタートカリキュラム、Kameyama Study Week、Kameyama Sports Weekの取組 

（３）安心して学べる学習環境づくり 
  ・学習規律の徹底  ・互いを認め合える温かな学級集団づくり  ・児童理解と個に応じた支援の充実 

・わたしパワーアンケート、学級力アンケート等を活かした教育相談の実施 

 

 

・授業の内容理解における児童の肯定的な回答 （９５％以上） 

・校内研修において、授業づくり及び授業改善における検証を行う。（年間３回以上） 

 低学年 中学年 高学年 

③
話
す 

聞
く 

・順序に気をつけて話す。 

・相手の発言を聞いて、復唱す

る、共感する、質問する、感想

を言う。 

・理由や例をあげて話す。 

・自分の考えとの共通点・相違点を見

つけながら聞く。 

・事実と感想、意見を区別して話す。 

話し合いを通して共通点や相違点を見

つけたり、考えを広げたりする。 

⑦
表
現
す
る 

・実物を見せたり、カメラを活用

したりして表現する。 

・伝えたいことを明確にして、そ

れを意識して表現する。 

・授業支援ソフトを活用して表現す

る。 

・他者の意見と自分の意見を関連させ

ながら表現する。 

・理由や事例を挙げ、話の中心を明確

にして表現する。 

・授業支援ソフトを活用して表現する。 

・具体例を挙げたり、資料から引用した

りして表現する。 

・自分の立場や考えを明確にし、論理の

展開等を工夫して表現する。 

⑩
解
決
す
る 

・自分で考えた方法でわかりやす

く表現する。 

・友だちに聞いたり相談したりし

ながら学習を進める。 

・目的をもって、調査・実験・観察を

行い、課題解決する。 

・目的に合った表現をする。 

・友だちのよさを認め合ったり、励ま

し合ったりしながら学習を進める。 

・目的をもって、調査・実験・観察を行

い、課題解決する。 

・伝える相手を意識して表現する。 

・互いの意見を出し合い、自分の意見を

確かにしたり、よりよくしたりする。 

①課題設定 
ギャップやあこがれから、「何とかしなけれ
ば」「やってみたい」を生み出す。 

②情報収集 
「何のために」「何が知りたいか」目的
を明確にした情報収集。 

③整理分析 
絵・図・表・グラフに整理したり、比較・
分類したりして考える 

④まとめ・表現 
考えや意見を交流し、新たな課題へ 

６．研究内容及び具体的な取り組み 

探求的な学習過程 

７．主な成果指標 


